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入院収益

外来収益
人間ドックや医療相談
に関する収益
構成市からの繰入金

補助金

その他医業外収益など

職員の給料・手当など

診療材料や薬品費など

委託費や修繕費、光熱水費など

【病床再編と消化器センターの設置】　近年における地域の医療ニーズや将来的な当院の役割を踏まえ、病床規模の適正化を図
るため、一般病床33床を削減する病床の再編を行いました。また、消化器内科と消化器外科の一体的な診療が行えるよう、新た
に「消化器センター」を設置しました。

【高額な医療器械の整備】　手術室における診断・手技の精度及び質の向上を図るため、高額な医療器械である移動型のデジタル
イメージングシステム(大動脈疾患の治療に使用する医療機器)を導入しました。

【新型コロナウイルスへの対応】　新型コロナウイルス感染症への対応として、感染症指定医療機関としての役割を果たすため、必要
な診療体制等を整備し、同感染症の疑いを含めた対象患者さんを受入れ、特に中等症から重篤な患者さんの治療に全力を尽くしました。

【職員の法令遵守等の意識の強化】　業務の適正な執行等を図るため、コンプライアンス推進委員会を設置し、基本方針等の策定
に取りかかるとともに、倫理に関する研修会を実施するなど、法令遵守等の意識の強化、徹底に努めました。

凡例

本広報は、地方公営企業法及び昭和病院企業団病院事業の設置等に関する条例の規定に基づき、発行しています。

昭和病院企業団は、小金井市・小平市・東村山市・東久留米市・清瀬市・東大和市・西東京市の7市で構成され、
公立昭和病院を設置・運営しています。

入院 （診療日数 366日）  13万5千177人（1日平均 369.3人）
3億8,723万9千円 外来 （診療日数 243日）  24万8千550人（1日平均 1,022.8人）

収益の内訳 費用の内訳

減価償却費など

議会や院内保育所に係る費用など

※収支概況は、当院ホームページの「昭和病院企業団」→「開設者情報」からご覧ください。

純損失（=収益ー費用） 患者数（年間延べ数）

令和元年度  決算のあらまし

令和元年度  昭和病院企業団病院事業会計決算の概要

収 益
186億162万7千円186億162万7千円

3億7,574万3千円
（2.0%） 15億円

108億2,345万5千円

47億9,153万7千円

108億2,345万5千円

47億9,153万7千円

15億円

（58.2%）

（25.8%）

（8.1%）

（58.2%）

（25.8%）

（8.1%）

7億5,101万円 3億5,988万2千円
（4.0%） （1.9%）

189億8,886万6千円
費 用

100億1,165万4千円41億1,827万2千円
（21.7%） （52.7%）

25億6,999万6千円

189億8,886万6千円

100億1,165万4千円41億1,827万2千円

25億6,999万6千円
（13.6%）

（21.7%） （52.7%）

（13.6%）

9億3,522万4千円
13億5,372万円

（7.1%）
（4.9%）
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